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ポテ ブ ニ ャ
ー とロ シ ア象徴主義

柿 　沼　伸　明

　 ロ シ アの 象徴主義者 は詩の 創作活動 に携わ る と と もに
，

ロ シ ア詩 の 遺産 を分

析 し ， 詩の 発生 過程 を意識化 し
， 言葉 を操 る 自らの 芸術行為 を正 当化で き る よ

うな学 的根拠 を開拓 す る こ とに も意 を注 い だ 。 こ の 探求 の 過程 で ， 言葉 と は古

代人 の 現 実認識 を示 す 生 き生 き と した表 象を残存 させ た詩 的な創造物で あ る と

主張す るポテ ブ ニ ャ
ー （A．neKcaHAp 　A φaHacbeBM ・

｛ IIoTe6HH
，
1835−1891＞の 言語

理 論 は象徴 主義者 を大 い に 魅 了 した 。 ブ ス ラ ー
エ フ

， ア フ ァ ナ シ エ フ
， ポ テ ブ

ニ ャ
ー

，
ヴ ェ セ ロ フ ス キ イ と続 くフ ォ

ー
ク ロ ア 学 の 伝統 は ， 西欧講壇 哲学の 新

カ ン ト派 と並 び ，
19 世紀末か ら 20世紀初 め に か けて の ロ シ ア で 著 しい 影響力

を誇 っ た 。 象微主義者達は こ う した 自国 の フ ォ
ー ク ロ ア学 の 権威に 依拠 して 自

己 の 創作行為 の 理 論化を試み た
。

ポ テ ブ ニ ャ
ー は ， 他の 三 人 α）フ ォ

ー
ク ロ アの

碩学 と比較す る と，
ハ リコ フ とい う文化 の 周縁部 で 活動 した た め ， 当時は知名

度 に 欠 け て い た が
， 死後 ，

ハ リコ フ大学の 彼の 弟子達 に よ る普及活動の お か げ

で 文学界 で も次第 に 脚光 を浴 びる よ うに な る 。 ポ テ ブ ニ ャ
ー の 言語理 論 は

， 言

語 生成の 仮説作業に 基づ い て 言語 と認識の 相 互作 用 とい う問題 を照射 して お り，

その 論 点 は現 代の 記号論や 認知 科学 が と りあげる 問題 に も触れ る 。 彼 を初期 の

ロ シ ア人 記号論者 に 数 え る研 究者 もい る
。

1
こ の 面 で ポ テ ブ ニ ャ

ー の 言語哲学

を も っ と も明瞭 に 表白 して い る本 は
『思考 と 言語 』

2
で あ る 。 そ こ に 述 べ ら れ

た ポ テ ブ ニ ャ
ー

の 論考 を要約 し ， ブ リュ
ー ソ フ

，
べ 一

ル イ， Bpm．イ ヴ ァ
ー ノ

ブ に お け る その 受 容の 様相 を検討 す る こ とが本稿 の 課題 で あ る 。

1。 丁
思考と言語』 の 論旨要約

1． 1． 言語の 生成

　ポ テ ブ ニ ャ
ー の 言語観 は 完 全 に 唯物 論 的枠組 み の な か に 置か れ て い る。 言

語
コ

を神か らの 賜物 や人 間理性 の 合理的産物 と す る見解 を斥 け， さ らに は フ ン

ボル トの 言語観 に触れ て
， 言語が産物 （エ ル ゴ ン ）で な く創造的活動 （エ ネル

ゲ イ ア ）で あ る と い う彼 の 定義 を評価 し なが ら も，

「
言語 自体 」 が 客観 的実 在
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と して 存在 し ， 人 間精神を通 じて 流 出 （Emanation） して い る とい う発想 に は

反対す る
。

ポ テ プ ニ ャ
ー の 考 えで は ， 言語発生以 前に も原始 的 な社会集団が す

で に 存在 し， そ の協働 活動 の 過程 に お い て 相互意 思伝 達の媒体 と して言語が 創

造 され ， 発展 させ られ て きた。

4

　 ポ テ ブ ニ ャ
ー は言語 の 発 達 を三 段 階 に分 けて い る 。 第

一
段 階で は ， 語彙 の う

ち で も っ と も原初的 な 語 が 間投詞 か ら形 成 さ れ た。 間 投 詞 は 感情表 出

（naTorHOMM “eCKWi ） の機 能 を もち ， 原始人 が 未知 の もの に 遭 遇 した と き思わ ず

識 らず発 した音 （間投詞）が
， まず発声 した個人 の 内部で 指示物 （レ フ ェ レ ン

ト） と恒常的 に 結び付 け られ る よ う に な り， そ うした 主観的 に使 用 さ れ た語 か

ら社会集団 の 成員すべ て に 共有 され る意味作 用 を もつ 客観的な語へ と成長す る。

こ の 際 ， 分 節 的 な 音 声 と 意 味 が 結合 す る た め の 媒 介 と な る の が
「
表象

npencTaB ．neHHe 」 だ と ポ テ ブ ニ ャ
ー は 主 張 す る 。 例 え ば， 原始 人 が 火 に 触 れ

Ax！と発声 した と仮定す る。 彼が こ の Ax ！を火 とは 全 く関係 の な い 状況 で 再 び

発声 した と き， その 音 は彼の 脳裡 に 火 に 触れ て 熱い と感 じた と きの 状況 と火そ

の もの に 対 す る視覚的記憶 を呼 び覚 ます 。 時間が た つ に つ れ ， 具体的状況 の な

か で 目に した 火の 直接的な映像 （06pa3 ） の 記憶 は 薄れ ， 個 人意 識 の 内部で 変

形 さ せ られ た 火 の 表 象 だ け が 残 る 。 こ の 心理 過 程 を ポ テ ブ ニ ャ
ー は

「
統覚

anHepuenLIHfl」 と名づ ける 。
　 Ax！とい う音 に よ る火の 表象喚起 が連続的に 行な

わ れ た 場合， Ax！は火の 表象 を仲介 として火 とい う意 味 を獲 得 す る 。
つ ま り，

ポ テ ブ ニ ャ
ー の 分類法 に よ る と ， 語 は音 （語 の 外的形 式） と表象 （語の 内的形

式）
S

と意味 （語 の 内容 ） と い う三 要素か ら構成 され て い る。

語 一 く欝羅 臨 熱｝il二 
　間投詞 か ら発生 した も っ と も原初的 な語彙 は そ の 後 の 語形 成 に お け る語根 と

な る。
こ れ が第二 段階で あ る 。 音 と意味 の結 合が 固定 した数少 な い 語同志 をう

ま く組み 合わ せ ，
い ま だ命名 さ れ て い な い 物事 に 適 用 して い く行為が ， 語形

成 ・ 語彙増殖の 鍵 とな る
。

こ れ は 未知 の 事象 を既知 の 事象で 置 き換 え る暗喩

（メ タ フ ァ
ー） の 作 用 に 他 な らな い

。 暗喩 に お い て は ，
二 物 AB の 類 似 関係 に

基づ き，
A を B で 置 き換え る （

「
美女 の 双 眸か ら落 ちた 真珠 “ とい う表 現 で は ，

涙 ［A ］を真珠 ［B］で 置 き換 えて い る）。 同様 に ， 古代人 が未知 の 事 象 に 名 を

与える場合 ，
こ の 事象が 内包す る無数の 属性 の うち か ら

一
つ を抽象 し

， そ れ と
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同 じ属性 を もつ 既知の 命名さ れ た事象に結びつ け， 後者の 語成分 を利用 して 前

者 を名 づ ける 。 この 属性抽 象作 用 は表 象操作 に よ っ て 行な わ れ る 。 命名 が完了

す る と， どの よ うな属性が抽象され た か が
， 語の 内的形式 （表 象） として 記憶

され る。
つ ま り ，

こ の 場合 に使わ れ る語の 内的形 式 （表象） とは ， 語の 語源的

意味 を指す （言語生成の 第
一一

段 階 と第二 段階 で は ，

「
内的形式 （表 象）」 とい う

術語 の 意味 内容 が異 なる）。 例 えば ，

「熊 MeJLBenb 」 は ， そ の 無 数 に あ る 属性 の

うち か ら 「
蜜 を食べ る もの enHillMtl　M （｝，lt」 とい う属性の み が命名時に抽象され ，

こ の
「
蜜 を食べ る もの 」 とい う表 象が MenBenb とい う語 の 内的形式 とな る 。

6

　言語 発達 の 第三 段階 で は ， 語 に お け る音 と意味 の 結合が 自動化 し ， 第
一

段階

で の よ うに い ち い ち表象を仲介 とす る必要 が な くな っ て くる 。 時代 を経 るに っ

れ て ， 語が内的形式 として 包含 して い る表象 は忘却 され ， 結局は絶滅す る 。
つ

ま り， 語 の 発生 （命名） の 契機 とな っ た表 象 は消失 し ， 語 は そ の 使用者 に と っ

て音 と意味が 機械 的 ・ 恣 意的に 固結 した だ けの
「
記号 311aK」 に 変化 す る。 同

じ く， 命名 され た事象に は ， 語の 内的形式 と して代表 され る表象に 限 らず無数

の 属性が 帰せ られ る よ うに な り， これ ら属性の 総体 は
「
概念 HOHATHe 」 と総称

さ れ 得 る よ う に な る 。 時間 の 節 約 と思 考速 度 の 増大 と い う観 点 か ら
，

ポ テ ブ

ニ ャ
ー

は こ うした推移を必然 と見な す 。 ソ シ ュ
ー

ル の 二 分類 （記号表現 と記号

内容）は ， ポ テ ブ ニ ャ
ー

の 論に 従 う と，
こ の 第三 段階で 初め て 可能 とな る 。

1
．
2

． 言語発達 に と もな う思考形式の 変容

　命名行為 をお こ な う古代人 は ， 未知事象 と既 知事象の類 似性に 着 目し， 個別

を個別 に よ っ て 置 き換 え る暗喩の働 き を実践 して い る こ と に な る 。 彼 らは表象

を使 っ て ， 未知事 象 を既知事象 に 置換 して もの を考 え る 。 言語が い まだ記 号と

化 して お らず ， 外界内界の 認識領域が 限局 され た 状況 で は ，
こ の よ うな

「
形象

的メ タ フ ァ
ー思 考 06pa3Ho −MeTa φop幽 ecKoe 　M　 blumeHHe 」 が 古代 人 に と っ て 唯

一

可 能 な思 考方 法 で あ る とポ テ ブ ニ ャ
ー は主 張す る 。

こ の 古代人 特有の 思考形 式

は新語造成の 場合だ けに 発揮さ れ る わ けで な く， 認識対 象すべ て に 向け られ て

お り
， 叙 事詩， 童話， 神話， 俚諺格言は その 直接的産物で ある 。 暗喩の 眼鏡 を

通 して 森羅万 象 を理解す る古代人 は ， 現代の 我 々 か らす る と
， 詩的な世界感覚

の うち に 生 き て い た と言 え る 。 言語が 内的形式 を消失 した 記号体系へ と変化 す

る と， 人間は表象の な い 概念そ の もの を操作 して 思考 する こ とが で きる よ うに

な る 。
こ れ は

「
概念思 考 nOHflTHin｛oe　Mb 【LIJ，7ellMe 」 と呼 ばれ る 。 概念 思考 は

， 古

代人 の 詩的な世界感覚 を喪失 さ せ る 反面 ， 科学 的 な世 界認識 の 基盤 と な る 。 メ
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タ フ ァ
ー 思 考 と 概 念 思 考 の 対 立 は ，

厂詩 nOD3HH 」 と
「散 文 叩 03a 」，

「
芸 術

HCKyccTBo −i と
「
科学 HayKa 」 の 対立 とい う よ う に ポ テ ブ ニ ャ

ー に よ っ て 換 言

され る 。
つ ま り， ポテ ブニ ャ

ー
は 雷語の 発達 と と もに 人間の 思考形 式が 変容 し，

世 界認識 の 様態 が変 化す る と考えたの で ある 。

1． 3．言語 と芸術作品の 構造的相似

　語を外的形 式 （音）・ 内的形式 （表象）・内容 （意味） とい う三 要素に 分割す

る方式 を，
ポ テ ブ ニ ャ

ー
は様々 な芸術領域に お け る芸術作品の 構造 に適用す る 。

芸術作品 で は ， 外的形式 は 素材 ， 内的形式 は 形象 ， 内容 は 思想 に相 当す る 。 例

え ば ， 彫刻家の場 合は
， 外的形式 ＝ 大理石 ， 内的形式 ＝ 大理石 の うえ に彫刻 さ

れ る形 象， 内容 ＝
’L 象徴 化 され た思想 となる 。 文学者の 場合， 外的形式 ＝ 言葉 ，

内的形式 ＝ 形象， 内容 ＝ 構想 （3aMblce の とな る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　／
外的形式

一
素材 （MaTepHa ．1）

芸黼 蜘 ｛  馴 … 跚 吠 く贈
℃

瀦 ：欝
　 さ らに ， ポ テ ブニ ャ

ー は言語の 発信者 と受信者 の 関係 を芸術 の 創 造者 と受容

者の 関係に 当て はめ る。 芸術の 創造者 と受容者の 相互関係 にお い て は ， 前者の

一 方通行的 な観念伝達 は ポ テ ブ ニ ャ
ー に よ っ て 否 定 され ， 芸術 作晶 の 内容 は作

者の 意図に か か わ らず受容者の 意識の 内部で 独立 に創造 さ れ る 。
つ ま り ， 作品

解釈 は受容者の 創造的行為 とい う こ と に な る 。

　言語 と芸術作品 の 構造的相似 を見出 したポ テ ブ ニ ャ
ー は芸術作品 （文化現象

全般） に 言語 と同 じ よ うな意味作用が 存在す る と考え ， 言語 の 分節方 式 （テ ク

ス トく 段落 く 文 く語 く 音素 とい うよ うな） を用 い て その 構造 分析 を試み る現代

の 文化記号論 の 発想 に 近 い
。 また 言語作 品分析 に 言語学 の 成果 を応用 し よ うと

した ヤ コ ブ ソ ン ら後代の フ ォ ル マ リス ト ・ 構造 主義者の 手法に影響 を 与え た♂

2． ロ シ ア象徴主義者に よるポ テブ ニ ャ
ー援用 の 諸形態

2． 1． ブ リ ュ
ー

ソ フ

　ベ ー
ル イ は 回 想 記 の な か で ， 】901年 の ス コ ル ピ オ ン 出 版 社 に お け る ブ

リュ
ー

ソ フ との 出会 い に つ い て 触れ ，

「文学畑出身の 作家 の うち で 唯
一

の 厳格

な学 者 」 で あ っ た ブ リ ュ
ー ソ フ が

「
当時 ， 誰 に も読 まれ て い な か っ た ポ テ ブ
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ニ ャ
ー に 没頭 して い た 1 と述 べ て い る。

S
ポテ プ ニ ャ

ー の 言語哲学 を最初 に 発

見 した象徴主義者は ブ リ ュ
ー

ソフ か も しれ な い
。

　 ポ テ ブ ニ ャ
ー の 直接的な影響の も とに 書か れ た ブ リ ュ

ー ソ フ の 論文 は 「詩 と

い う総合物 CHHTeTHKa　no ∋3Hml （1925）9 で あ る 。 革命後 の 著作 で あ るが
， 象徴

主義者に よる ポ テ ブ ニ v 一
援用 の も っ と も基本的な構図が こ の 論文で 示 され て

い る。 基本的構図 とは ，
1）民衆 ・民族 （Hapon ） に よ る言語 の 創造 と詩人 に よ

る詩 （言語芸術）の 創作 との 同一 視 ，
2）詩人 に よる 言語 の 美 的機能 追求 が言

葉 の 内部で 喪失 して し ま っ た 太古 の 表象 を復活 させ
， 無機質な 記 号 と変 じた 言

葉を活性化させ る とい う論理 展開に ある 。

　
「
詩 とい う総合物」 の 論 旨 を簡単 に 要約 して み る

一
民衆 ・民族 に よ る 言語

の 創造 （未知事象の 命名）は認識行 為 に他 な らない
。 同様 に 詩 人 もまた ， 自ら

の 判然 と し な い 朧 な感情 （未知事象） を既 知 の 言葉 を もち い て 命名 し ， 認識 す

るの で ある 。 科学 も芸術 も真理 の 認識 を 目標 と して い る点 は 同 じだ が
， それ に

至 る方法を異 に す る 。 科学 は分析判 断 を手段 とす る の に対 し， 芸術 は総合判断

に依拠す る訳 つ ま り， 科 学は既 知 の 事 象の 分析 を通 して そ こ に 既 に 潜在的に

内包 され て い る新 た な 内容 を発見 し よ う とす る 。 本 来的 に は所与 の 公理 を分析

し， そ こ か ら未だ認 め られ て い な い 個別 的な法則 を導出す る とい う演繹 に よ っ

て 真理 を発見 で きれ ば よい の だ が ， 現実 に は こ れ は不 叮能 で あ るか ， も し くは

そ う して 得 られ た結論 は仮説 に 留 ま ら ざる を えな い
。 科学 の 分析判 断は 主 と し

て帰納 に よ っ て 達成 され る。 す な わ ち ，

一
つ

一
つ の 事 実あ るい は観察や実験に

よ っ て 確認 され た個別的 な経験素材 の 分析か ら
一 般法則が 樹立 され る。 他方，

芸術 の 総合判断 は
， 既知 の 事 象に 対 して 演繹 ・帰納 とい う悟性的 な推論 を適用

し て 真 理 を求 め る の と は 異 な る。 芸術 で は ， 作 者 の 世界 観 照 （MHPOCO3ep −

uaHHe） とい う真理 が 異種 の 概念範疇 を もつ 形 象の 総合 に よ り読者の 感覚 に訴

える 形で 表現 され て お り ， 逆 に ， 芸術 の 鑑賞者は 総合 され た 形象 か ら真理 を発

見 して い か ね ば な ら な い 。 詩 に お け る形象の 総 合の 最 も典 型 的 な手法が擬人 法

で ある 。

i
る り色 の 空 が 笑 っ て い る m3yp 卜 He6eCHaH 　 CMeeTcH 」 と い う表現 に あ

る
「る り色の 空 」 とい う主語の 概念 は

「
笑 う」 とい う述語 の 属性 を内包 して お

らず ， した が っ て 擬人 法を用 い た 文は総合的 と言 え る 。 科学 は抽 象的 な もの を

志向す る とい う性 質か ら語 の 形象性 を廃棄 し概念 に の み頼 る が
， 芸術 は形 象を

伝達媒体 とす る性格上 ， 比 喩 を利用 し語の 内の 喪わ れ た表象を復活 しよ うとす

る 。 この よ うに して 詩人 は概念化 され た 言葉 に 太古の 輝 き を取 り戻 す 。
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2． 2
．

ベ ー ル イ

　ベ ー ル イ の ポ テ ブ ニ ャ
ー受 容 とい う問題 は ，

a＞べ 一
ル イ の 言語に 関す る 論

文 ， b） 『
コ ー チ ク ・ レ タ

ー
エ フ 』 （1922）， とい う二 領域 に 分 け て 考 え られ る 。

a） べ 一 ル イの 言語 に関す る論文

　べ 一 ル イ の 言語論 の 代表的 な もの と し て
，  

「
言 葉 の 魔術 MaFHH　c ，10B 」

（1910），   「思 考 と 言語 （A ．A ，ポ テ ブ ニ ャ
ー の 言 語 哲学）Mblc，nb　 M ”3blK

（ΦH，noco ｛bMH　H3blKa　A．　A ．　HoTe6HH）」 （1910），  
厂
ア ー ロ ン の 杖 （詩 の 言葉 に つ

い て ））Ke3」　AapoHa（O　cJloBe　B　fiog3MM ）」 （1917） の 三 点が挙 げ られ る 。 こ こで

べ 一 ル イは先 に 述べ た象徴主義者に よ るポ テ ブ ニ ャ
ー援 用の 基本的 な構図 を繰

り返 す と と もに ， ポ テ ブ ニ ャ
ー の 見解の 歪曲改竄 をお こ な っ て い る 。

こ れ まで

べ 一 ル イ研究者 は ポテ ブ ニ ャ
ー か らの 影 響 を指摘 して も，

べ 一
ル イに よ る歪 曲

改窺 の 事情 に は 気付 か な か っ た 。
べ 一

ル イ （及 び 後 の 未 来 派 ・フ ォ ル マ リス

ト）の ポ テ ブ ニ ャ
ー誤 解 に つ い て の 論及 は

，
べ 一 ル イ 研究者 で な く， ポ テ ブ

ニ ャ
ー研究者か ら提起 され た 。

M

　 べ 一 ル イの 言語論の 目的は ，
ポ テ ブ ニ ャ

ー理論の 断片を コ ラ
ー ジ ュ の よ うに

適 当 に 貼 り付 け な が ら ， 自 ら の 非合 理 的 な 音 の シ ン ボ リ ズ ム （3Bry
’KOBoM

CHMBO 」H3M ）　 一
音素 自体が聴覚 以外 の 他 の 感覚や あ る種の 心的情緒 を喚起す

る力 を もつ とす る主 張
一

を正 当化す る こ と に ある 。 その 論理 展開の 過程で 自

分 の 都合の い い よ うに ポ テ ブニ ャ
ー 理論 を改変す るの で ある 。

べ 一
ル イ の 歪 曲

改 竄の 例証 と して 次の 二 点だ け を指摘 して お く。

α ）論 文   で べ 一 ル イ は ， ポ テ ブ ニ ャ
ーが

一
定 の 母 音 は

一
定 の 情緒 （恐

怖 ， 愛な ど）を表現す る と主張 す る ドイ ツ の 言語学者 ハ イゼ （C，WL ．　Heyse ）

の 説を肯定的 に 引用 し
，

ま た ， 民間 口承で は共感 覚表現 が頻 繁 に 現わ れ る こ と

に 言及 し ， 音素 の もつ 象徴 的 な感覚情緒 の 喚起 力 を認 めて い る ， と述べ て い る 。

しか し，
ポ テ ブニ ャ

ー の 原典の 該 当箇所 で は ， 民謡の なか で 共感覚表現が よ く

用 い られ る こ とを認め なが ら も， 感覚情緒 と音素 の 結 び っ きを追究す る こ と 自

体 は非学 問的 と断ぜ られ て い る 。

］コ

β）論 文  で べ 一 ル イ は ， ポ テ ブ ニ ャ
ー の

『
文 学理 論 ノ

ー
ト』 に あ る比 喩 の 分

析 を持 ち 出し ， 比 喩が 形容辞 （gnHTeT ） → 直喩→ 換喩 と提喩
一

・ 暗喩 とい う よ う

に 歴史的 に 発展 し ， 暗喩が 成立 した 時点 で 比較 され る二 者が 現 実 ヒの 実在物 と

古代人 に み な さ れ た （
「
月 は角 で あ る」 とい う暗 喩 が 成立 す る と

， 月が 角 を

もっ た牡牛 また は牡山羊で あ る と古代人 は信 じた ） と述べ て い るが ，
こ の よ う

な比喩の 漸増的進化 は
『文 学理論 ノ ー ト』 の ど こ に も論 じ られ て い な い

。
こ こ
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で べ 一 ル イ は ， 古代社会 で は暗 喩が文字 どお りに 受 け取 られ ， 神話上 の 生物 が

実際 に存在 す る と思われ て い た とい うア フ ァ ナ シ エ フ の 主張 とポ テ ブニ ャ
ー

に

よ る比 喩分析を折衷 的 に 繋 ぎあわ せ て い る と思わ れ る 。

1「’

　非合理的な音の シ ン ボ リズム を正 当化す る た め に べ 一 ル イが援用す る ポ テ プ

ニ ャ
ー 理論 の 関連 箇所 は ， 上 述 した 『思考 と言語 』 の 論 旨要約 1． 1． 「

言語 の

生成 」 の 第
一

段階 に あ る， 古代人 が 未知 の 事象 に 際会 した とき我知 らず発 した

間投詞の 音が その 表象 を持続的 に喚起す る とい う論拠で あ る 。
こ こ か ら出発 し

て
，

べ 一 ル イ は音素自体 に現在 で は忘れ去 られ た 太古 の 感覚 ・情緒喚起 力が 具

わ っ て い る とい う議論 へ と強引に 飛躍す る （この 論法 は      の 論 文 に 共通す

る）。 ブ リ ュ
ー ソ フ は ， 詩 の 美的言語機能が 言葉 の 内部 で 消失 した 太古 の 表 象

を蘇 らす とい う主張の
… 線 で 踏 み と ど ま っ て い るが

，
べ 一ル イ は詩の 音的効果

に よ っ て 言語発生期に存在 した と仮定 され る音素の 感覚 ・ 情緒喚起力 を復活 す

る とい う見解 に まで 突 き進 む 。 語 の 内部 に 埋 め 込 まれ た 内的形式 （表象） を活

性 化 させ る とい う発想 は
一

定の 客観性 をもち える 。 なぜ な ら， 先の MenBellb の

例で 説明 す る と
， 現代 ロ シ ア人 が 「熊 」 を指 し示 す語 と して MeABenb を使用す

る と き，
い ち い ち 「蜜を食 べ る もの ｝ とい う語源 的意味を想い 起 こ す こ と はな

い が ， rfeABenb とい う語 の 成分 に は
「
蜜 を食べ る もの 」 とい う表象が 確実 に横

た わ っ て い る 。 した が っ て
， 詩 的言語の 異化作用 に よ っ て 忘却 され た 語の 語源

的表象を喚起 させ る とい う主張 は 客観 的妥 当性 を有す る 。 こ れ に 反 し ， 太古に

あ っ た
一

定音素 と
一 定感覚情緒の 結合 を復活 させ る とい う考 え に は何 らの 客観

性 も期待 で きな い
。 そ こ で べ 一 ル イ は完全 に 主観 的 な音 素の 意味化の 議論 を展

開 す る よ うに な る （『グ ロ ソ ラ リア 』）。 しか し， 音 が 太古 の 感 覚 ・情緒 を呼 び

覚 ます とい う見解 は ，
い くら論証不能 と言 え ど も，

べ 一
ル イの 個 人的 な創作観

の 根幹 に据 え られ て い る 。 音 を霊感の 源泉 とす る視座 は彼自らの 創作体験 に 由

来 して い る 。

14
べ 一 ル イ に よ る と ， 文学創造の 過程 で は ， まず音が 出現 し， 次

に そ の 音 が形 象を導き ， 形象 は リズ ム とプ ロ ッ ト構成 に 従属 しなが ら分 節化 ・

体系化さ れ
， 最終 的 に 文学作品が 出来上 が る 。

作品 は ， 形象が 作者の 聴覚 に よ っ て 知覚 され て か ら， それが （社会的）需要 に 適 っ

た か た ち で提 出 され る まで の 過程で ， 音か らの 形象の 誕 生， 形象の 成長 と分節 を通

して 形 象体系へ の 発展 ， 最後に その 体系に （思想的）傾向性が 閃 くこ と
一

これ は

韻律 化 と同時に起 こ る
一 とい う三 つ の 段階 を経 る 。

IS
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b） 『
コ

ー チ ク ・ レ ター エ フ 』

　言語に 関す る論文 で 主観的な音の シ ン ボ リズ ム を導 出す るた め に べ 一 ル イは

ポ テ ブ ニ ャ
ー の 言語哲学 を歪 曲改竄 して い る と述べ た が

， 彼の 前衛 小説 『コ ー

チ ク ・ レ ター エ フ 』 で は ，
こ れ が 創造的に 発展 させ られ て い る。

こ の 小説の 意

味的核 心 と考 え られ る の は ，

『思考 と 言語 』 の 論 旨要約 1． 2． 「
言語発達 に と

もな う思考形式 の 変容」 で 説明 した命題 で あ る。
つ ま り， 言語 発展の 初期段 階

で は語彙の 限局 ゆ え に 人 間は表象 を操作 して 暗喩的に もの を考 えた が
， 語彙数

が増 大 し概念が確立 され る と概念的に思考す る よ うに な る とい うポ テ ブ ニ ャ
ー

の 見解が
，

この 小 説で は 言語習得 に応 じて 幼児 が い か に思考形 式 ・世界認識 を

変化させ て い くか の 描写に 適用 され て い る と言える 。 人類 が経 て きた言語発達

と思考形式の相 互作用 は ， 言語能力の 向上 に した が っ て 外界認識を変容 させ て

い く幼児 の 意識 の なか で も繰 り返 され る 。 古代 人の 言語創造 と幼児の 言語習得

をパ ラ レ ル に 置 く考 えは ポ テ ブ ニ ャ
ー の 著作 自体 に 存在す る 。

べ 一 ル イ は こ れ

に刺激を受 け ， 文学的に 具現 した と考え られ る 。 ポテ ブ ニ ャ
ーが 幼児特有の 思

考法 に 着 目して い る有名 な箇所 を以下 に 引 く。

私は言葉 を話 し始 めた ばか りの子 供 に ， 球形で 曇色 の ラ ン プ の 笠 を指差 し て ，

「
こ

れ は何だ い ？ 1 と質問 して み る 。 子 供 は何度 もそれ を目 に して い るの だ が ， 注意 を

払 っ て い なか っ た 。 彼 はその 笠 を知 らな い と言える 。 なぜ な ら， 印象を残 した とい

う こ とだ けで知識が構成 され るわ けで は な い か ら。 私 は ， 子 供が 笠 を目 に した と き

の 印象を新 しい 印象で補完す る よ りも， そ の と き の 印象 を ま とめ ， 自覚 され秩序づ

け られ た 印象の ス トッ ク に関連 づ け る こ と を望 ん だ。私 の 質問 に 対 して ， ア供 は

「
ス イ カ だ よ」 と答 え た。 こ の 際 ， 命名に よ る認 識，つ ま り，認 識対 象 と既 に 認識

され た もの との 比喩比較 （cpaBHeHHe ） が な され た 。 子供 の 答え は ，

「
い ま僕が 目に

し て い るの は ス イ カ と似て い る 」 と い うこ と を意味す る 。

子供が 白い ガ ラ ス の 球 をス イカ と命名 した と き， スイ カ の緑色の 皮や ， 筋条に な っ

た赤 い 中身や ， 甘味を こ の 球に 結び付けた わ けで な い 。半面，子供 は果実の 意味で

の ス イ カ と い う言葉 に この よ うな属性 を も認め て い る 。 既知の 語の 意味 か ら抽 出さ

れ
， 新 し い 意味 を得た属性 は ， 球状 とい う こ とで あ る 。

こ の 属性は また 「ス イカ 」

と い う語 の 意味の 徴表 〔3HaK ）で もある 。 別の 言い 方で 表現すれ ば ， 徴表 とは比 較

さ れ思考の 対象 と され た 二 個の複合物 の 共通項 ， あ る い は語内の 比喩の 根拠 ， 比 較

の 第三 部分 （tertium 　comparationis ） で ある 。

Ifi

　ポ テ ブ ニ ャ
ー は こ こで 子供 の メ タ フ ァ

ー思考 と古代人 の 命名が原理 的に 等 し

い こ と を示 唆 して い る 。 幼児 は未知 の 事象 （A ） か ら そ の 属性 の
一

つ （x＞を
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抽象 し， 既 知の 事 象 （B） に 結びつ け ， A を B で もっ て 表現 す る 。 上 の 例 で い

う と
，
A ＝ ラ ン プ の 笠 ，

　 B ＝ ス イカ ，
　 x ＝ 球状 とな る。

『
コ ー チ ク ・レ タ

ー
エ フ 』

に 出て くる
， 路上で 遭遇 した セ ン ト ・ バ ー

ナ
ー ド犬 をラ イオ ン と誤 る場面は幼

児に よ る命名行為 を示 して い る 。

「
群が り poU」 と 「整 序 CTpo 剃 も形象的 メ タ

フ ァ
ー 思考段階に あ る児童の 知 覚の プ ロ セ ス を意味す る。 子供 は複数の 事物 に

共通 す る 属性 を見 出し， それ らを
…

つ の 範疇 に 分 け入れ る 。
こ の 類別 化作業 が

1
群が り」 と呼称 され て い る の だ （そ れ ぞれ 異 な る もの が

一
つ の 範疇 に

「
群が

り集 ま る」）。
そ う して 出来た 範疇 は数 を増 し， 体系化 さ れ る 。 それ が

「
整序」

で あ る 。 不断 に 感覚 を通 して子 供 の 意識 に入 っ て くる印象は ，
こ の よ うな表象

操作に よ っ て 有機 的 に関連づ け られ ， 整理 され て い く。

　 ti
コ

ー
チ ク ・レ タ

ー エ フ 』 は極 め て 精密な構成 を もっ て い る 。 小 説 は六 章構

成 で ， そ の 各二 章が 三 歳， 四歳 ， 五 歳 に あた る 。
三 歳の コ ー

チ ク は 形象 的メ タ

フ ァ
ー思 考 を も っ て 世界 を受容す るが ， 外界 か らの 知覚情報 を消化す る受 け皿

が整 っ て お らず ， 混 沌 の う ち に 投げ 出さ れ た か の よ うに 感 じ る 。 こ の 状態 は

水 ・海 ・洪水 ・大洋 の イ メ ー ジ に喩 え られ て い る 。 四 歳は形象的 メ タフ ァ
ー 思

考 か ら概念思考へ の 移行期間で あ る
。

そ して
，

五 歳に して 概念 を操 っ て 思考 す

る こ と に慣 れ る 。 この 状態は大地 ・岸 ・ 陸地 の イ メ ー ジで 表現 され る。
コ ー チ

ク の 内的成長 に あわ せ て ， 彼に よ っ て 認識 され る世界 の 領域 （子供部屋 ， 戸 外

へ び）散歩 ， 田 舎の 領地 ） も拡大 して い く。

一
章か ら六 章 まで の 各章 の 分量 は終

わ りに 近づ くに したが っ て増大 して い き
，

コ
ー チ ク の 認識範囲 の 螺旋的拡大 と

比例す る 。 最初 ， 感覚 印象 の 洪水に 投げ込 まれ た 幼児 は
，

そ れ を意識の うち で

整理 統合 して い く技術 を編 み 出 し， 言語能力の 向上 に と もな っ て 形 象的 メ タ

フ ァ
ー思 考か ら概念思考へ と認識 の 手段 を変化 さ せ ， 外界認識 を段階的 に 拡げ

て い く。
つ ま り，

『コ ー チ ク ・レ タ
ー

エ フ 』 は， 海か ら陸 へ の 子 供 に よ る世界

認 識の 旅に つ い て 描 か れ た物語 な の だ 。

　べ 一 ル イが著わ した詩 や散文 に は
「
音の 管弦楽法 3ByKoBaH 　opKccTpoBKa 」 と

名 づ け られ る多彩な音的効果 を狙 っ た 文学手法 が 登場す る。 それ は単 な るテ ク

ス トの 装飾 と して だ けで は な く，

一 定の 感覚 ・ 情緒内容 と
一

定音素の 結びつ き

（CHIITelteM ｝1”））
1’

を文学 に反 映 させ よ う とい う作 者 の 意図 の 下 に 合 目的 的 に 導

入 され る場 合 もある （例 え ば ，
〈Φ 〉

，
t・11．ll・・

，
（・60 ＞ とい う子 音 反復 を，

「
光 」

「
輝

き」
「
明朗」 の 描写 に充満 させ る とい う よ うな手法）。 音 と感覚 ・ 情緒 の 交錯 は

個 人 的 な経験 で あ るが ，
べ 一

ル イは 言語生 成期 に は音自体に 特殊 な力が 宿 っ て
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い た と主張す る こ とで 自らの 経験 を
一 般化 した か っ た 。 そ こで ポテ ブ ニ ャ

ー
の

間投詞の 音に よ る 表象喚起 と い う論拠 を巧妙 に利用 した 。

『コ ー チ ク ・ レ タ ー

エ フ 』 で は これ と全 く違 う文脈 で ポ テ ブ ニ ャ
ー の 別の 論 点が f

’
応用」 さ れ て い

る 。 プ ロ ッ トを度外視 して幼児 が受 け取 る些細な 印象をひた す ら描 写 して い く

こ とで ，
べ 一 ル イ は言語 と思考形式の 相互 作用 とい う命題 を成長過程に あ る子

供 の 意識を材料 に して 例証 した か っ た と考 え られ る 。 この 面 で は べ 一ル イ は ポ

テ ブ ニ ャ
ー の 言語哲学 を創造的に 文学化 した と言える

。

2． 3． BAy ．イヴ ァ
ー ノ フ

　 イ ヴ ァ
ー ノ フ は

「我 々 の 言語 Ha山 fi3b！K 」 （1918） と
「芸 術 の 言葉 の 分 野 に

お け る最新の 理 論的探求 につ い て O　EoBe 舳 Hx 　 TeopeTMgecKMx 阿cKaHMfix 　 B

o6 、iacTM　xy 」Lo＞1〈ecTBeHHoro 　c」oBa 」 （1922）で ポ テ ブ ニ ャ
ー に 言及 して い る。

　イ ヴ ァ
ー ノ ブ は ソ ロ ヴ ィ ヨ フ 神学の 枠内で 独 自の 神話論 を確立 した と考 え ら

れ ， ポテ ブ ニ ャ
ー の 直接的 な影響 は見極 め が た い 。 し か し

， 彼の 論理運 びの 細

目に は微か な ポ テ ブ ニ ャ
ー の 翳を発見で き る。 例え ば 一 ポ テ ブ ニ ャ

ー
は言語

と な らん で 神話 も また 古代 人 の 形象的 メ タ フ ァ
ー 思考 の 産物 と考 えた 。 神話 で

は
，

’
占代人の 物質的生 活 の 多種多様な側面が 暗喩の 働 き に よ っ て 異 な っ た形 象

に 置換 され て表現 され て い る とい うの だ 。 他方 ， イ ヴァ
ー ノ ブ に よれ ば， 神話

は シ ン ボ ル か ら成長 した （TofibKo　”3　cnMBo 、：a
，
　noHflToFo　KaK 　peaJlbHocTb，

　Mo ＞KeT

BblpacTM
，
　KaK　Ko 、10c　H33epHa

，
　MH φ）。

18 「
シ ン ボル 」 とは

厂
徴 もし くは 刻印 CHMBO，fi

ecTb 　 3HaK
，
　 MLIH　 o311aMellOBaHHe 」 と定義さ れ ， 敷衍す る と

，

「経験世界 とは異 な

る現実の 徴 cHMBo 、願bl
，
　T．　e．3HaMeHMA 　HHo”　」LeilcTBHTe」！bHocTli 」で あ る 。

1°
神話に 登

場 す る シ ン ボル は形而 上 を指 し示 す 多義的 な微で あ り，

一
種 の 宗教的 な記号

（映 像的形 象が シ ニ フ ィ ア ン
， 指 示 さ れ る形 而上 的 内容 が シ ニ フ ィ エ ） と い う

性格 を具 えて い る と言え る。 イ ヴ ァ
ー ノ ブ の 神話観で は

， まず祭儀に お ける神

の 直 接 的 啓 示 体 験 が 根 本 に あ り， そ れ が 古代 人 の 意 識 内 で 強 い
「表 象

npeACTaBmeHme 」 と して 残 る 。
こ の 表象 は具 象的な記 号 （神話 の 形象） に 置 き

換 え られ ， 記号体 系 と して の 神 話 へ と 発展 す る♂
°

した が っ て ， 古代入 の 宗教

体験 とい う根源 は
一

つ で あ るが
， 様々 の 記号化 ＝ 神話 が文化 の 多様性 に応 じて

現 出す る 。 イ ヴ ァ
ー ノ ブ が 述べ る啓示 の シ ン ボ ル 化 は ， 神話 を古代 の 現 実生活

の 暗喩 的表現 と して 理解 した ポ テ ブ ニ ャ
ー と共通点 を もつ （た だ 後者 は

， 神話

の なか に 反映 され て い る現実 は宗教に 限定 され な い 社会生 活全般を指す と考え

た ）。 また
， 神話 の 出発 点 を宗教体験の 表象に 求め る イ ヴァ

ー ノ ブ の 発想 に は
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ポテ ブ ニ ャ
ー の 表象理 論 を想起 さ せ る もの が あ る 。

　イ ヴ ァ
ー ノ ブ は

「
芸術の 言葉の 分野 に お け る最新の 理論的探求 に つ い て 」 で

シ ク ロ フ ス キ イの ポ テ ブニ ャ
ー 批判 に触 れ て い る 。 シ ク ロ フ ス キ イ は

厂
ポ テ ブ

ニ ャ
ー

J （1919） と
「
手法 と して の 芸術」 （1919）の 二 論文 で ポテ ブ ニ ャ

ー の 表

象論 に反論 を加 えた 。 シ ク ロ フ ス キ イ は
，

ポ テ プ ニ ャ
ーが 詩 の 音的効果 や実用

言語 と詩 的言語の 相違 に 着眼 して い な い こ とを指摘 し
， 文学作品の 形 象は知覚

を新た に体験 させ る異化作用 を もつ と主張 す る 。 筆者 に は，
シ ク ロ フ ス キ イ の

ポテ ブ ニ ャ
ー批判 は的外 れの ように感 じ られ る v そ の 理 由 と して ， D シ ク ロ

フ ス キ イ は ポ テ ブ ニ ャ
ー が 弁別 して い る術語

「
表象 」 と 「形象 」 を混 同 し て い

る，

212
）ポテ ブ ニ ャ

ー は
「
散文」 と 「詩 」 を独 特 な意 味 （概念的思考 と形象

的メ タ フ ァ
ー思考の 代用 として ） で 使 っ て い るが

，
シ ク ロ フ ス キ イ は こ れ を考

慮 して い な い
，

3） ポ テ ブ ニ ャ
ー は 言語の 発達 と芸術作品の 構造の 議論 を分 け

て い るが ， シ ク ロ フ ス キ イ は異 な っ た次元 の 話 を同
一一

座標 に 置 い て い る ，
と い

う点が 挙げ られ る。 ポ テ ブ ニ ャ
ー は 形象性 （06pa3HOCTb ） とい う内的形式 を仲

立 ち と して語 と芸術作 品の 類似 した 「構造 」 を問題 に して お り ， 他方 ，
シ クロ

フ ス キイは 文学作 品で使 用 され る詩的言語の 独特な
「
機能 」 に 注 目 し て い る 。

そ もそ も双 方の 議論の 土俵が 異 な っ て い る 。 イヴ ァ
ー ノ フ は ， 知 覚 を困難化 さ

せ る散文の 形象 に関す る シ ク ロ フ ス キ イの 主張を高 く評価 して い るが ， ポ テ ブ

ニ ャ
ー理 論 は不動 の もの だ と 言 う。 さ ら に ， ポ テ ブ ニ ャ

ー と 『詩的言語叢書』

を対照 させ て次 の よ うに 述 べ て い る 。

ポ テ ブニ ャ
ー

は ， （私の 意 見を言 うな ら）詩句が呪 文 の 文句 として 発．生す る うえ で

リズム と並 ん で 大 きな役割を果 た した音彩 に つ い て ， しか る べ き注意 を払わ なか っ

た の に対 し，

『詩的言語叢 書』 の 著者 た ち は
， 形象的思考の 問題 を閑却す るか の よ

うに
， 形 象の 役割 に つ い て しか る べ き注意 を払 っ て い ない 評

　
「
音彩 3ByKOB 曲 MeCT 」 と 訳 し た の は 母 音 反 復 や 子 音反 復 の こ と で ， イ

ヴ ァ
ー ノ ブ は ，

べ 一 ル イ や未来派や 初期 フ ォ ル マ リス トが 重大視 した詩の 音 的

効果に ポ テ ブ ニ ャ
ー が 関心 を もた なか っ た こ とを認 め ， 反対 に ， 初期 フ ォ ル マ

リス トに対 して は ， も っ ぱ ら音の 問題 だ け に 議論が 集中 して い るが
， もっ と芸

術作 品の 形 象 に も目を向 け る よ う注意 を促 した の で あ る 。
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3． 結語

　以上 見て きた 通 り， 象徴主義者に よるポテ プ ニ ャ
ー−ec用 の 形態 は

一
様で な く，

一
定 の 定 式で 概括 す る こ とは困難 で あ るが ， 最低限 と し て 先 に も述 べ た 二 つ の

共通論点 （民衆 ・民族 に よる言語 の 創造 と詩人 に よ る言語芸術の 創作 との 同…

視 ， そ して ， 詩人 は記号 化 した 言 語 か ら喪 わ れ た 表象 を復活 させ る と い う こ

と）が見出され る 。 第
一

の 論拠 は ， 象徴主義者は 決 して 民衆 ・ 民族 か ら分 断さ

れ た存在 で ない と い う主張 を言語論の 側 面か ら引 き出 し た結果で あ る と筆者 は

考え る。
ポ テ ブ ニ ャ

ー の 論 に 従 えば
， 民 衆 ・ 民族 が為 した形象的メ タ フ ァ

ー思

考の 直接的な産物の 代表的な もの が 言語 と神話だ が ， 両者 とも暗喩 の 原理 に基

づ く現実認識 を反映 して お り， それ ゆ え詩的な形成物 と言 え る 。 詩人 の 創作 も

また 形 象 を媒 介 と した
一

つ の 総合判 断形 式 の 認 識 で あ り， 民衆 ・ 民 族 に よ る

営々 た る詩的創造の 歴史 を継承 す る もの だ 。 また ， 象徴主義者 は語 内の 忘却 さ

れ た表象 の 再生 を志 向す る こ とで 民衆の 暗喩的な現 実認識 に 接触 し
， 民族的な

根源 へ 回帰 す る契機 とな る。 第二 の 論拠 は ， 象徴 主義者 の 二 言語観を反 映 して

い る 。 実用言語 と詩的言語の 機能の 相違 とい う構 図 は フ ォ ル マ リス トに よ っ て

明確に 打ち 出されたが ， 象徴 主義者 も同様の 観点を抱い て い る 。 彼 らの 言語観

に よ る と ， 詩 人 の 秘 め や か な 内的経験 （後期 象徴 派 に な る と 「
高次 の 超越世

界」） は
一
義性 を強 い る 日常言語 で は 表 白 さ れ 得 ず， 多義的な 詩的言語 に よ っ

て しか 外化 され な い
。 象徴主義者 は この よ うな二 元 的な 言語観 を理 論化 す る補

強材 として ， ポ テ ブ ニ ャ
ー の 「概念化 した言語」 と

「
内的形 式 を保 っ た言語」

と い う対立図式 を利用 した 。 表象を温存 させ て い る語 は語形成力に 富む と い う

論脈か らポテ ブ ニ ャ
ー は 後者 を 「生 きた言葉 mnBoe 　c、10BO 」 と呼ぶ 場合が あ り，

こ の 名称 は そ の対 義語 「死 ん だ言葉 」 を容易に連想 させ ， 象徴主義者が 抱懐 す

る日常言語に対 す る詩的言語の 優位 とい う考 え に貢献 した 。

　　　　　　　　　　　　（か きぬ ま　 の ぶ あ き ・ 日本学術振興会特別研究員）

注

1CM
．； 〃re∫∫5’θ吻 W ．　G．　A ．　A ．　Potebnja　and 　Russian　Symbolism ／／Russian　Literature．

　 Ams τerdamJ979 ．　VoL7 ．　No5 ．　P．443−444；〃eaHoe 　Bffv．80．　OgepKM　rIo 叩 eムb【cTOpMld　M

　 闘cToPVtH 　ceM 目oTHK ” ／，

1 レi36p．　TpyRb 」 冂o　ceMMOTHKe ” McTopMH 　Ky ”lbTyPbl ．　M ，
，
1998．　T ．1．

　 C．646−655．
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2

原 題 （・INIblc」lb　yi 月3btK ・） （］862）。 テ ク ス トに は 第 2版 （XapbKoB， 1892） と論 集

　 ・・∂CTeTHKa 貝 Ilo’DTHKa ・〉 （Pt1．， 1976）収録の もの を使 っ た 。

’

以下 ， 象徴主義者 の 項 も含 め ， ”3blK を
「
言語 」，

　 CJIOBO を 厂
言 葉」 ま た は

「
語」 （複

　 数形 の 場 合 は主 に後者） と訳 し分 けた 。 但 し，
月3b［K と単 数形の C，110BO が ほ と ん ど同

　 意義で使われ る こ と も多い
。

4

本筋 か ら外れ るが ，
パ フ チ ン は 『

マ ル ク ス主義 と言語哲学 』 の なか で ポテ ブニ ャ
ー

の

　 言語論 を最近 の 二 大 言語哲学思想の うち の
一

方 （個人 主義的主観論） に分類 して い る

　 （『マ ル ク ス 主義 と言語哲学 s 改 訳 版 ， 桑野 隆訳 ， 未来社 ， 1997，7273 頁）。
パ フ チ

　 ン の 言 う言語哲学思想二 潮流 とは ， 言語起源論 （個人 主 義的主観論） とラ ン グ を考察

　 対象 とす る
一

般言語学 （抽象的客観論） とに言 い 直 す こ とが で きる 。 個 人 主義的主観

　 論 は
「
言語現象の 解明を個人的な創造行為 に還元 す る ｝ 手法 とパ フ チ ン に よ っ て 特徴

　 づ け られ て い る 。 た しか に ポテ ブ ニ ャ
ーは 言語生成 の 第

一
段 階 に論 及す る 際 ， 精 神

　 （感情 ・理 性 ・ 意志） を表象の 関連付け に帰す る心理 学の 手法 か ら最始源 の 意味の 形

　 成 を説明 しよ うとした 。 シ ュ タイ ン タール （H ．SteinthaD， ロ ッ ツ ェ （H ．　Lotze）， ラ

　 ツ ァ ル ス （M ．Lazarus），
ヴ ン ト （M ，　 Wundt ）な ど 19世紀 後 半 の ドイ ツ の 心 理 学

　 者 ・ 哲学者か ら の 引用は そ の た め で ある 。 しか し
， 言語生成の 第二 段階以降， 暗喩 を

　 用 い て 語の 増殖 を行 な う と い う論旨は ， 個人心 理 へ の 還元 主義 と言える だ ろ うか 。 瀬

　 戸賢
一 『

メ タ フ ァ
ー

思考
一一 意味 と認識の し くみ 』， 講談社現代新書 ，

1995 は ， 英語

　 と日本語の 造語法 ・表現 法の 比較 を通 して ， 暗喩に よ る語形成 ・表現形成の 共通性 ，

　 その 背後に あ る空間 ・時間の 認識の 類 似性を明 らか に して い る 。 これ はポ テ プ ニ ャ
ー

　 の 言語理論が単な る個人 的心 理現 象 の 解説 で な く， 言語発達 に 固有 の 法則 性を究明 し

　 よ うと した こ と を意味 して い な い だ ろ うか 。

’ 「
語 の 内 的形 式」 と い う表現 は ， ポ テ ブ ニ ャ

ーの 発案 で な く ， フ ン ボ ル トの 術 語

　 （innet’e　Sprachfbrm） を引き継い で い る。 もと も とはプ ロ テ ィ ノ ス が ， 外的物質的性

　 質 に対す る内的非物質的性質の 意味で
「内的形式 endon 　eido9．　」 とい う用語 を確立 し ，

　 そ れ を 18世紀 に シ ャ フ ツ ベ リ
ー

が 芸術作 品の 客観的形態に 対 して の 内在的形成原理

　 と い う意味で 美学に 適用 した の を 皮切 り に ，
ル ソ

ー
，

ヘ ル ダー
， ゲー

テ等 に よ っ て
一

　 般的概念 と して 使用 され る よ うに な っ た 。 7 ン ボ ル トは語の 内的形式 を音 と意味が 結

　 合す る方式 と定義 し，ポ テ ブ ニ ャ
ー は これ を語の 表象 に まで発展 させ た。

e

　CM．： ノ
’
fome6Hg　A ，　A ．　｝4b監c 識b　il到3biK．　XapbKoB

，
1892．　C．142．

1

例 えば ， 次の よ うな ジ ル ム ン ス キイ の 評言 。

「ポ テ ブ ニ ャ
ー

の 理 論体 系は総体 と して

　 み る と本 質的 な反駁 を呼び お こ す が
， 彼の 著作 で 示 され た方法 そ の もの

一一
言語 に

　 関す る
一

般的学問で ある言語学 と文学 を接 近 させ た 方法
一

は 極 め て 生 産的で あ る

　 し
， 広汎 な承 認 を うけ た 1 （沢 αρ．卿 κα ‘α‘7B ．　 M ． 3aAag｝｛ nODT レiKH 　／／　TcopHA

　 ・IHTepaTyPbr ．「［oDTMKa ．　CTH．nL｛cTHKa ．，n．
，
1977 ．　C，15）。

s

　CM ・：　βθノ〜配 彦 A ・　　Haqano　BeKa ．　M ．
，　1990．　C ．185．
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ポテ プ ニ ャ
ー

と ロ シ ア 象徴主義

9Ep
κocoB 　B ．　CMHTeTHKa】10D3H捫 ／／Co6p．　cog ．：B7T ．．M

．
1975．　T ．6．　C．557・570．

t° 「
分析 （総合〉判断」 と い う言葉 は カ ン トの 用法 を踏襲 して い る。 分析判断 とは主語

　 概念の 内に す でに述語概念が 内包的に 含 まれ て い る判断で ， 総合判断は述語概念が 主

　 語概念 の 内 に 含 まれ な い 判 断 をい う。

ll
　CM 。：   θo槻 κ08 　0． ∫7．　A，　 A． 「loTe6HA　H　pyccKoe 　“MTepa

’
rypoBeneHvfe 　KoH μa

　 XIX −HaqaJla　XX 　BeKa ．　CapaTeB，1978．　C ．156・165．
12
　CM，： 6ea　bl　ti　A 。　Mb 【c 調b　H 兄3b【K　（（；）H．lioco（pHA　fi3blKa　A．　A ．「loTe6HH）〃 Jloroc．　M ．，1910．

　 C。251；ノ70me6Nfl　il．　A ．　Mbic．qb 回 日3blK．　C．105
，　108・109．

13
　CM ．： δθ泥 扉 産 A ．　 MarMfi　c，fioB／／CHMBo．qM3M ．　KHHra　cTaTe 両．　C．440−448；flome6Hfi　A ．

　 A 。　M33anMcoK 　no　TeopvaH　cmoBecHocTH ．　XapbKoB
，
1905．　C201 ・299 （吐）co6eHHo ，　C．207−

　 209 ）；A ｛PaHacbes　A 　H 。　「loyTuL｛ecKoe 　Bo33peH 日e　c ，AaHAH 　Ha　HpMpoAY ：B3T ．　M ．
，
1995．

　 T．1．C．7・8． べ 一ル イ論文    と ポテ ブ ニ ャ
ーの オ リジナ ル ・テ ク ス トとの 異同は

　 拙稿で 詳述 され て い る 。 CM ．： ／ぐaκaMyMa 　H ． ＜・3ByKoB艪 c ”MBo ，7H3M ・＞ A ．　 Beπol・o　 n

　 TeopHfl　HpoHcxo ｝KムeH ｝倒 月3blKa　A．　 A ，　HoTe6HM ／／ Fo．Toca ］｛o，T〔凪 blx　 yqeHblx（C60pHpiK

　 HayyHblx 　rly6，：HKallHit　Mry ）．　M ．， 1998，　Bbln．3．　C．81・98．
14

例 え ば ，
べ 一ル イ は 『ペ テ ル ブ ル グ』 の イメージ体 系が 音素 ・t＞

・・｝ か ら発生 し た と述

　 べ て い る （ISevzblti．／1．　 H3 　mlTepaTypLlo 「o　Hac 』e皿cTBa 　AHApcA　6e．ioro：BocnoMliHaHLm．

　 T3 ．　qacTb　2　［1910−1912］／／ JIHTepaTypHoe　Hac ．le，qcTBo．从．
，
193ア．　T．27・28．　C．453・

　 454）。

1〜

　Eevzblue　A ．　MacTePcTBo　roPo．o”．釣i．，　1996．　C．20．
1fi

／70nze6Hπ A ．　 A ・　 M33aflMcoK　No　PyecKo茴 rpaMMaTMKe ．　XapbKoB，1888．　C．5・6．
J
’
「 “

cHHTeHeMHA
”

と い う術語 は ， 感覚 と感覚の 交錯 しか 意味 しな い
“

cMHecTe3M ” 共感覚
”

　 の 概念的限界か ら， ヴ ォ ロ ーニ ン （C ．BopOH刪 ）が提唱 した 。
　 CM．： Oro6ttntO6a　 H ．；

　 ” aHe ．）fc’aH πH θθa 　H ．； Co♂塚oθα　E，3ByKoBaH　MeTa φopa 　B　nogTMgecKoM 　TeKcTe ．　 C 「【6．
，

　 　1996．C，74−75．
Is

　κ 6aHoe 　Bfτv ・　且Be 　cTHxHH 　B　coBPeMeHIIoM 　cHMB 〔〕JIH3Me ／／Co6p．　ceg ．：B4T ．　BpK）cce ．lb
，

　 　1974，T．2．　C．554．
bg

　TaM ｝Ke．　C ．537
，
538．

2°

　CM・： κ Ba κ oB 　Bffy．　丿恥oHHc 　H　npan 目oHHcHtacTBo ．　CH6，
，
1994．　C．269−270 ．

！ 1 「
形象 1 に つ い て の 理解 が ポ テ プ ニ ャ

ー と シ ク ロ フ ス キ イ とで は食 い 違 っ て い る と い

　　う指摘 もあ る （乙ψ 〃 画 6D ．　 Potebnja，　Sklovskij，　and 　the　Familiarity： Strangeness

　　Paradox／／Russian　Literaturc．　Amsterdam ．　t976，　VoL4 ．　No ．2．　P．179）。
エ ール リッ ヒ は

　　シ ク ロ フ ス キ イ が ポ テ プ ニ ャ
ー を ま ともに読ん で い なか っ た と考 えて い る （Ertich　 V．

　　Russian　Formalism： History　一 一Doctrine．　The　Hague，　S969．　P．23）。

コ 1
　κ BaHO8 　BSv 。　（〕　HoBevaLLIHx　TeOpeTHgecKHX 　HcKaHHSX 　B　O6uiacTH　Xy 凪o）KecTBeHHol

”
O

　　cnoBa ／／Co6p．　coH ．： B4T ．　T．4．　C ．647．

一 85 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

JapaneseAssociation  ofRussian  Scholars

fitirw(rpng

Ho6yaKH  KAK"HYMA

A. noTe6HA  H  pyccKHa  cHMBonH3M

    B HacTo"meth  cTaTbe  paccMaTpl{BaeTc" Bollpec  o B.rlHHHMH .qHHrB}(cTMgecKoro Hac.qenMH

A. noTe6H}i Ha  TBopgecTBo  pyccKMx cHMBo,JHcTeB  (B. 6pK)coBa, A. Be.Topo, Bfiil.

I/IBaHoBa).

    C()r,."aCHO B3['.IHJLaM rlOTe6HH, naTOrHOMHtleCKHth  3BYK  (Me}KAOMeTHe), llPO}t3HeCeHI{5]ta

nePB06blTHblM  tie,,qOBeKOM  nPM  BCTPetle  C He3HaKOMblM  HB.GeHHeM,  OCTaB.qAeT  B nY[l[e

roBop"1llepo  afipeAcTaB"eHMe)>  M uepe3  Hepo  [PopMHpyeT  3HageltHe.  3)'rM caMble  ncpBHgHhle

c,fioBa cny>i<aT  KopH"MM  na.qbHetauJepo c.nyoBoo6pa3oBaHtdfi, KoTopoe  coBepmaeTcH  Ha

nPMHII"ne MeTacPoPb[ (3aMeHbl uacTHopo  HacTIIblM). IIpM3HaK, KoTopblM  a6cTparHpyeTcfl
            v  d v
M3  HeH3BCCTHOn  BeLLLM M CBA3blBaeTC}I  C  n3BeCTHOH,  Y>Ke HaHMeHOBaHHOM,  fiB.qAeTCH

{{BHYTPeHHeil  {bePMOP"1,} 11aHHOFO C.nOBa; IlallPPaMeP, B C,,qOBe {{MeilBellb>>  .IeMHT  RPellCTaBJteHHe

O  {{eAAllleM  MeA,>. CO BPeMelleM  3a  CLIeT aBTOMaTM3allMM  3BYKa  M 3HageHHH  3a6blBael･C"

BHyTpemmA  cbopMa,  c,noBo  IJpeBpaLLIaeTcfl  B a6cTpaKTHoe  JloHH'r}{e. Alo uoHB.TeElpm "ofm'ruil

.IIOA"  MblC.l"T  HHOCKa3aTe,AhHO, nOCPenCTBOM  06Pa3HOPO  COnOCTaB.lellH5'I, 3aTeM  >,CBaMBawaT

OnePHPOBa}IMe nOIIflTMflMM, OTKPblBaK)Illee  B03MOlkHOCTb  HaY(IHOPO  n031{a[{-{.

    CMMBO,fiPiCTbl Ha  OCHOBe  nOTe6HHaHCKOrO  nOHHMaHM}1  C.nyOBa Pa3Bl{BaK)T CJIeAYLOIllHe

HlleM:  1) TBOPeHHe  HaPOflOM  A3blKa  TOlhlleCTBellHO  C0311aHMK)  XY2LOikHMKOM  nOe3Htt; 2)

ROnblTKa  "OSTa  aKTMBM3MPOBaTb  9CTeTHHeCKMe  [bYHKilMH  "3blKa  BOCKPeLliaeT  YTPaHeHHYro

BHyTpeHHforo  cbopMy,  o>i<HB,nsteT cJloBo, nel'panHpoBaBu.Iee  B cTaTyc  6e3o6pa3Hul'o 3HaKa.

E)T" "uAe-eHMs{  caMblM  }lpK"M  o6pa3oM  neMoHcTpMpyroTc"  B cTaTbe  BpK)coBa "C}mTeTMKa

nog3MM,).  IBe.ablii noHHMaeT  3ByK  Kal< nepBHtlHblM  cPopMoo6pa3ylo-tltli  McTogEmK

XYIIO>KeCTBeHI{arQ  BIIOXHOBeHMA  H KaK  CPeJICTBO  B036Y>KneHMSI  
TIYBCFrBellHbjX

 OLU)illleHMI"1 H

nCMXOjlOrHLIeCKItX  SMOtlHth. rlHCaTe.qb, He BCel'11a IIPaBM.lhEiO BOC[IPOM3HOII"  KOHllellllHH

noTe6Hg, "plixaAMT  K  <t3ByKoBoMy  cMMBo,aM3My",  cBoel'o  poJla cbeT}{1llM3au}{H  3ByKa.  C
JIPYPOva CTOPOHbl,  K OnHCaHIIro  CTaHOB.,leflHS{  Pegld Pe6eHKa M A3blKOBOrO  06Pa3a  MMPa  B

"oBecTH  "KeT"K  JIeTaeB" Ko}IcTpyKTliBHo  ilpviMeHAcTc"  Mblcfib I-IoTe6HH o nepexone  no

Mepe  pa3BM'rM" H3blKa  oT  06pa3Ho-MeTacbopMgecKopo  "･tblllJneHMA K noH"TMilHoMy.  B

MMcl)oJornlo,  co3AaHi{yEo  B"g. }IBaHoBbLM, BxoAAT  KoMfioHeHTbl  fioTe6HMaHcKuro

H3blK03HaHMA.  COF.laCHO ePO  HJIee PeHe3MCa  MMCba,  OrlblT IIellOCPeACTBeHHOI'O  HaMTMA

6omecTBa Bo  BpeMA  opruacT"tlecKoro  Klr,,.ab'ra 3atleLlaTJIAeT B co3HaH""  npeBHHx  Jlroneli

liHTeHcMBHoe  <<rlpencTaB,nelFMe,);  B no3J(HMe  ynoxH  oHo  Bonnou.LaeTcfl B MM(be KaK  cuMBo.qHKe.

IloTe6}m 1'aK>Kc cu}t'raeT MM ¢  olLHHM  }t3 "ponyKToB  o6pa31{o-MeTa ¢ opHyecKopo  MbluwseHlm,
             V V

OTPa>ICa}OIUMM  iLeHCTBMTe.qbHOCTb  ILPeBHPIX .IJOilePd.

    TaKm･f o6pa3oM,  cPM.ifecocbMfl H3bll<a IIu're61IH c.qlr'm".qa r.tluBHbLM Idc'rogHvaKoM

cbopMMpoBaHnA  Bo33peHHH  cHMBOJI"cToB  Ha  [log3}tK).
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